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観
光
産
業
は
、
日
本
経
済

の
成
長
を
け
ん
引
す
る
基

幹
産
業
と
し
て
注
目
を
集

め
て
お
り
、
地
域
活
性
化
と

も
密
接
に
関
連
す
る
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
の
増
加
は
、

観
光
産
業
を
け
ん
引
す
る

象
徴
的
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。

世
界
的
な
経
済
成
長
や
円

安
の
進
行
も
あ
り
、
日
本
へ

の
旅
行
が
相
対
的
に
割
安

と
な
り
、
旅
行
先
と
し
て
の

魅
力
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

観
光
庁
の
統
計
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
４
年
の
訪
日
外

国
人
旅
行
消
費
額
は
約
８

兆
円
に
達
し
、
製
品
別
輸
出

額
で
見
る
と
自
動
車
完
成

品
（
約
１８
兆
円
）
に
次
ぐ
規

模
で
あ
る
。
経
済
規
模
の
面

で
も
、
観
光
産
業
の
存
在
感

は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
２４
年
に
約
３
７
０
０
万

人
に
達
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
水
準
を
回
復
し
た
う
え
で
、

さ
ら
に
増
加
を
続
け
て
い
る
。

２５
年
９
月
に
は
３
２
０
０

万
人
を
突
破
し
、
過
去
最
速

で
３
千
万
人
を
突
破
し
た
。  

し
か
し
、
全
国
的
な
好
調

と
は
裏
腹
に
、
三
重
県
に
お

け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の

状
況
は
厳
し
い
。
１９

年
と

２４
年
を
比
較
す
る
と
、
三

重
県
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
の
回
復
率
は
約
６
割

に
と
ど
ま
り
、
都
道
府
県
別

で
は
４７
位
と
な
っ
た
。
こ
の

背
景
に
は
多
様
な
要
因
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
関
係
機

関
に
お
い
て
調
査
や
分
析
が

進
め
ら
れ
、
対
応
に
向
け
た

議
論
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。 

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
仮

説
が
考
え
ら
れ
る
中
、
例
え

ば
、
需
要
面
に
お
け
る
課
題

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
三
重
県

と
い
う
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
（
目
的
地
）
の
海
外
に
お

け
る
認
知
度
の
低
さ
が
挙

げ
ら
れ
る
。
訪
日
外
国
人
を

対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
三

重
県
の
認
知
度
が
４７
都
道

府
県
中
最
下
位
で
あ
っ
た
例

も
あ
る
。
一
般
的
に
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
行
動

プ
ロ
セ
ス
は
「
認
知→

関
心

→

検
討→

行
動
（
購
入
）
」
の

段
階
を
経
る
と
さ
れ
、
旅
行

商
品
に
お
い
て
も
同
様
の
構

造
が
想
定
さ
れ
る
。
認
知
は

す
べ
て
の
行
動
の
出
発
点
で

あ
る
以
上
、
三
重
県
は
初
期

段
階
で
後
れ
を
取
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、
供
給
面
で
は
、
宿

泊
施
設
の
稼
働
率
に
気
付

き
が
あ
る
。
２４

年
の
三
重

県
内
宿
泊
施
設
（
旅
館
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
）
の

稼
働
率
は
５２
％
で
あ
り
、

愛
知
県
（
６７
％
）
に
は
及
ば

な
い
が
、
岐
阜
県
（
５１
％
）
、

静
岡
県
（
５５
％
）
と
の
比
較

で
は
遜
色
は
な
い
。
す
な
わ

ち
、
三
重
県
は
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
本
格
的
な
誘
致

に
至
ら
ぬ
ま
ま
で
も
、
国
内

旅
行
者
に
よ
る
一
定
の
需

要
を
す
で
に
取
り
込
ん
で
い

て
、
こ
れ
以
上
の
受
け
入
れ

余
力
に
は
限
り
が
あ
る
、
と

い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
ほ
か
、
国
際
空
港
や

港
湾
な
ど
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

機
能
、
公
共
交
通
機
関
に
よ

る
一
次
交
通
の
整
備
、
さ
ら

に
は
地
域
内
で
の
二
次
交

通
の
不
足
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
課
題
が
存
在
し
て
い
る

と
推
察
さ
れ
る
。
他
方
で
、

こ
れ
ら
の
課
題
が
技
術
的
・

制
度
的
に
解
決
可
能
で
あ

れ
ば
、
三
重
県
に
お
け
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
伸
び
代

は
依
然
と
し
て
大
き
い
と
前

向
き
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
。 日

本
全
体
で
の
人
口
減

少
が
続
く
な
か
、
国
内
旅
行

市
場
の
縮
小
は
避
け
ら
れ

な
い
。
そ
う
し
た
将
来
を
見

据
え
た
と
き
、
持
続
的
な
観

光
振
興
策
と
し
て
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
開
拓
は
今
後

ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
す
。

地
域
活
性
化
の
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
、
観
光
産
業
の
も
つ

成
長
可
能
性
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
探
求
し
て
い
き
た
い
。 


